
みち・にわプロジェクト～快適で住み続けられるまちづくりで観光支援
チームみち・にわ

プロジェクトチームの
目的

インフラ整備は進みつつも、メンテナンスの効率化等を目的に「魅せる沿道景観」が減少し、結果、観光資源となるべきインフ
ラが活用できていない。そこで、「沖縄らしい世界水準の観光地にふさわしい良好な景観形成」を「道路美化ユイマール企業
制度」を中心に、行政のみではなく、地域、企業、ボランティア団体が協働・総動員で「魅せる沿道景観」を推進する。

解決したい課題
・インフラと花を融合して観光に資する「魅せる沿道景観」を推進（観光資源の創造）
・地域・行政・企業、そしてボランティア団体が協働・総動員で快適なまちづくりを推進（官民連携を推進）

関連するゴール 活動期間 令和８年５月～令和９年４月

おきなわSDGsアクショ
ンプランとの関係性

優先課題④
優先課題⑦
優先課題⑨

④-1
⑦-1
⑨-3

・魅力的な観光産業の展開と生物多様性の両立により、世界に誇
る持続可能な観光地の形成を実現する。
・美しく豊かな自然が保全され、生物多様性の維持を実現する。
・地域課題に行政・地域・企業等の多様な関係者で連携して推進
するパートナーシップを通じて、共助・共創型の社会を実現する。

活動内容 及び 期待される成果

【直接参加】＿企業、地域、ボランティア団体が協働でインフラを活用して
花植え等を行う。：年に４回以上。
【ボランティア支援】＿花植えに直接参加できない企業等は、ボランティア
団体の活動を支援することでプロジェクトに参加。（例えば、軍手・肥料の
提供、ボランティア団体へ散水に必要な水道施設を沿道企業が支援
等）
【活動内容の広報】＿活動内容は、行政、緑化推進委員会等で広報
活動を行う。

プロジェクトチームのイメージ

【記載要領】
・「プロジェクトチームのイメージ」を除き、原則とし
て、様式1-1に記載した内容を転記もしくは必
要に応じ要約して記入してください。
・行の高さ等は、適宜加工いただいて差し支え
ありません。
・「関連するゴール」は、以下からアイコンを選択
してください。
・「おきなわSDGsアクションプランとの関係性」に
ついては、様式1-1ではプルダウン選択でしたが、
本様式では様式1-1の内容を転記してください。
・「活動内容 及び 期待される成果」は、活動
内容に記載した活動を行うことによって、どのよう
な成果が期待されるかという因果関係のかたち
で記載してください。
・「プロジェクトチームのイメージ」は、本様式での
み記載いただく内容ですが、プロジェクトチームを
運営していくにあたって各参加者や関係者がどの
ように連携していくのか、どのように活動を推進し
ていくのかがわかるように、図を用いながら説明し
てください。

おきなわSDGsプラットフォームプロジェクトチーム活動計画 【様式1-2】

参加企業
行政
委員会等

参加企業

ボランティア
活動を実施

企業は、年間の活動
報告書や支援報告書を
緑化推進委員会に提出
する。

企業自らがボランティア活動を実施する場合

ボランティア団体を支援したい場合

申請書を提出

ボランティ
ア団体

マッチング ・企業登録
・緑化推進委員会を経由して消耗品の提供や協
賛金の支援

ボランティア支援を実施

参加企業
行政
委員会等

・企業登録

ボランティ
ア団体

行政
委員会等

・インスタ映えインフラ・花を促進することで
観光資源を創造、観光客等の拡散。
・良好な景観形成を道路を起点に、かわ等、他
のインフラへ展開することでインフラの多様な
活用を促進できる。
・地域の住民、企業、ボランティア団体が協働
することで地域の活性化が期待できる。
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